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２００９年５月２８日 

 

 

 

東武鉄道株式会社（本社：東京都墨田区）と東武博物館（東京都墨田区）では、７月２２日（水）

に東武伊勢崎線東向島駅高架下にある東武博物館を、リニューアルオープンします。 

主なリニューアルポイントは、次のとおりです。 

 

（１）東武鉄道が戦後初めて新造した特急電車５７００系モハ５７０１号の車体前面部を、登場

時の流線形である「ネコひげ」に復元して展示します。 

（２）東武鉄道最初の電気機関車ＥＤ１０１形１０１号を、登場時の姿に復元して展示します。

これにより、東武鉄道の歴史を語る最初の蒸気機関車・電車・電気機関車が一同に揃いま

す。 

（３）電車のシミュレーションでは、フルハイビジョン映像で運転体験がお楽しみいただけます。 

（４）大パノラマ（ジオラマ）では、新しい時代の東武沿線の風景に模様替えします。 

 

また、リニューアルオープンにあたり、オープン日の７月２２日（水）から同館において、「開

館２０周年・リニューアル記念イベント」を開催します。 

これからもより一層、「見て・触れて・体験できる」、そして親しみながら楽しんでいただけ

る博物館を目指してまいります。 

概要は別紙のとおりです。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お問い合わせは、東武博物館  ０３－３６１４－８８１１ 

 

 

 

７月２２日(水)東武博物館リニューアルオープン

～東武鉄道で最初の蒸気機関車・電車・電気機関車が一同に揃います～ 

東 武 鉄 道 株 式 会 社

東 武 博 物 館

△特急電車モハ５７０１号「ネコひげ」展示イメージ
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＜別紙１＞ 

 

東武博物館リニューアルの概要について 

 

１ リニューアルコンセプト 

（１）より、実際に「見て・触れて・体験できる」博物館を目指して 

従来から人気が高いシミュレーションでは、フルハイビジョン映像により東武沿線の風

景が流れ、リアリティーと迫力のある運転体験がお楽しみいただけます。 

また、大パノラマ（ジオラマ）では、模型電車を運転することができる運転台を、１か

所増やして３か所とするなど、体験する機会を増やしました。 

（２）東武鉄道の“いま”と“むかし”を、より体感できる 

東武鉄道最初の蒸気機関車、電車、電気機関車が一同に揃い、さらに東武鉄道が戦後初

めて新造した特急電車も展示して東武鉄道の“むかし”を、そして、最新型通勤車両のシ

ミュレーションや、新しい時代の東武沿線の風景に模様替えする大パノラマ（ジオラマ）

で、東武鉄道の“いま”を、より体感することができます。 

 

２ 主なリニューアルポイントの概要 

（１）特急電車５７００系モハ５７０１号 

５７００系は、東武鉄道が戦後初の特急ロマンスカーとして１９５１年から１９５３ 

年にかけて１２両新造し、１９５１年９月に浅草～東武日光・鬼怒川温泉間の特急電

車としてデビューしました。モハ５７０１号は、そのうちの１両です。 

５７００系は、２両固定編成で当初は車体や機器の構造からＡ～Ｃ編成の３つのグ

ループに分類され、Ａ編成のグループに属していたモハ５７０１号は、車体の前面部

が流線形で、あたかも猫のひげのようにみえるヘッドマークが付いていることから「ネ

コひげ」の愛称で呼ばれていました（後に貫通ドア付きの前面に改造）。最高速度は

９５ｋｍ/ｈで、５６人乗りのシートは、すべてひじ掛け付きの前後転換式のほか、私

鉄では初めて蛍光灯が使用されました。日光線特急で活躍した後は伊勢崎線急行に転

用され、後年は団体用となり１９９１年７月に引退しました。 

なお、車体の前面部を登場時の流線形の「ネコひげ」に復元して展示します。 

 

（２）電気機関車ＥＤ１０１形１０１号 

東武鉄道最初の電気機関車である１０１号を、登場時の姿に復

元して展示いたします。 

この１０１号を展示車両に加えることにより、東武鉄道の歴史

を語る最初の蒸気機関車・電車・電気機関車が一同に揃います。 

１０１号は、１９２８年にイギリスのイングリッシュ・エレ

クトリック社で製造された５０ｔ箱形デッキ付電気機関車で、

東武鉄道最初の電気機関車として登場しました。 

当初は１０１号として登場しましたが、１９５５年にＥＤ 

４００１号に改番され、１９７２年まで貨物輸送に活躍しました。 

１９７３年から近江鉄道に活躍の場を移し、増加する同鉄道

の貨物輸送に対応しました。１９８６年に現役をしりぞき、そ 

 

△登場時の姿に復元された

電気機関車１０１号 
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の後は昭和初期に登場した貴重な電気機関車として近江鉄道彦根駅構内で保存されて

いました。 

 

（３）電車のシミュレーション（３台） 

従来から人気が高かったシミュレーションは、

運転台から見る現在の東武沿線の風景がフルハイ

ビジョン映像により流れ、リアリティーと迫力の

ある運転体験がお楽しみいただけます。 

また、うち１台は東武鉄道の最新型通勤車両で

ある５００５０型電車（ワンハンドルタイプ）の

運転台を導入します。 

 

（４）大パノラマ（ジオラマ） 

線路レイアウトを全面的に変更し、線路を観覧

席寄りにも配置することにより、模型電車をより

間近に見ることができます。 

また、２０１２年春に開業予定の「東京スカイツリー®」の模型も配置する予定で、新

しい時代の東武沿線の風景に模様替えします。 

さらに、従来から設置している、模型電車を運転することができる運転台（有料）では、

３００００系電車のワンハンドルタイプの運転台を導入し、１か所増やして３か所とする

ことにより、模型電車を運転する楽しみが増えます。 

 

３ その他のリニューアル 

（１）向島サテライト 

東武博物館のある向島周辺の文化と歴史を紹介する「向島サテライト」では、展示レイ

アウトを一新。向島を中心とした５つのテーマ（「向島百花園」「文学散歩」「下町散歩」

「隅田川七福神」「すみだ伝統工芸」）を写真や地図などを多用して、向島の町歩きの

ヒントになるよう、わかりやすく紹介します。 

 

（２）エントランスロビー 

エントランスロビーでは、正面の蒸気機

関車５号がお客さまを出迎えるほか、開館

２０周年を記念して、これまでミュージア

ムショップで販売したグッズを展示しま

す。 

 

△エントランスイメージ 

（３）お子さま用トイレの新設 

小さいお子さま連れのお客さまが快適にご利用いただけるよう、お子さま用トイレを新

設しました。 

以 上 

 

△新しく導入される５００５０型電車 

（ワンハンドルタイプ）シミュレーション 

（イメージ） 
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＜別紙２＞ 

 

「開館２０周年・リニューアル記念イベント」開催について 

 

東武博物館開館２０周年、およびリニューアルオープンを記念して、次のイベントを開催しま

す。みなさまのご来館をお待ちしております。 

※ イベントの内容は、予告なく変更することがあります。 

 

１ 記念品進呈 

開館２０周年・リニューアル記念「クリアファイル」と「ポストカード」を先着 

１０,０００名さまにプレゼントします。 

（１）開 催 日  ２００９年７月２２日（水）から 

※先着１０,０００名さまに達した時点で終了いたします。 

（２）時 間  １０：００～１６：００ 

（３）場 所  インフォメーション 

（４）対 象  入館された方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 開館２０周年＆リニューアル記念特別展 

今年、開館２０周年を迎え、ならびにリニューアルオープンを記念して、新展示車両であ

る特急電車モハ５７０１号と電気機関車１０１号をはじめとする、全展示車両の搬入から展

示までを紹介するほか、東武博物館における２０年の歴史をたどります。 

（１）開 催 日  ２００９年７月２２日（水）～９月２３日（水・祝） 

※月曜日は休館。ただし、９月２１日（月・祝）は開館。 

（２）時 間  １０：００～１６：３０ 

※入館は１６：００まで。 

（３）場 所  記念物・保存物展示コーナー、 

東武博物館ギャラリー 
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３ プラレールフェスタの開催 

こどもたちに大人気のおもちゃ「プラレール」を使った７種類のアトラクションを実施し

ます。 

（１）開 催 日  ２００９年７月２８日（火）～８月９日（日） 

※８月３日（月）は休館 

（２）時 間  １０：００～１６：００ 

※アトラクションチケットの販売は１５：４５まで 

（３）場 所  デハ１形５号電車前ほか 

（４）アトラクション 

① プラレールつり 

プラレールを釣ざおで釣ります（１回 ４００円） 

② 車庫入れゲーム 

プラレールを走らせて回転する車庫の中に入れます（１回 ５００円） 

③ ピタッとプラレール 

プラレールをはじいて決められた位置に止めます（１回 ４００円） 

④ 荷物を積んでネ！ゲーム 

プラレールが引く貨車の上に荷物を積み込みます（１回 ４００円） 

⑤ 乗ろうよ！大きなプラレール 

大きなプラレールに乗車できます（１回 １００円） 

⑥ プラレールジオラマ 

ジオラマ上を走るたくさんのプラレールを観覧できます（無料） 

⑦ ご当地ジオラマ（関東） 

関東各地の風景の中を走るプラレールを観覧できます（無料） 

※①～④は１回につき１個、景品を進呈します。 

※価格はすべて税込みです。 

※プラレールフェスタ期間中は、中学生までの方に当館オリジナルのプラキッズ

を先着１０,０００名さまに差しあげます（なくなり次第終了）。 

※プラレールイベント記念商品およびプラレール関連グッズを販売します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真は、イメージです。 

 © ＴＯＭＹ  「プラレール」は株式会社タカラトミーの登録商標です。 

 

以 上 
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＜別紙３＞ 

 

東武博物館の概要について 

 

１９８９（平成元）年５月２０日、東武鉄道の創立９０周年記念事業の一環として、「交通

と文化の東武博物館」として東武伊勢崎線東向島駅の高架下に開館しました。 

体験ができる実物機器類を中心とした展示で、シミュレーションやジオラマでは運転の体験

ができるほか、ポイントの切換えやパンタグラフ・台車など多くの機器を作動することができ、

開館以来、多くのお客さまにご来館いただき、好評いただいておりました。 

このたび開館から２０年が経過したことから、昨年１２月に休館し、新しい時代へのリニュ

ーアルを行いました。 

 

１ リニューアルオープン日   ２００９年７月２２日（水）１０：００ 

２ 開 館 日   １９８９年５月２０日 

３ 場 所   東京都墨田区東向島４－２８－１６ 

（東武伊勢崎線東向島駅下車） 

４ 規 模   敷地面積 ４，６８８．０㎡ 

建築面積 ２，９２７．９㎡ 

延床面積 ３，９５５．２㎡ 

５ 設 計 ・ 施 工   東武谷内田建設㈱ほか 

６ 開 館 時 間   １０：００～１６：３０（入館は１６：００まで） 

７ 休 館 日   毎週月曜日（月曜日が祝日・振替休日の場合は翌日休館） 

８ 最 寄 駅   東武伊勢崎線東向島駅下車 

９ 入 館 料   おとな        ２００円 

こども（４才～中学生）１００円 

 

以 上 

 


